
学校番号 211 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ２ 年次 １年次 

使用教科書 現代高等保健体育改訂版（大修館書店） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○スポーツテスト：自己の持てる力を発揮することで現在の体力を知り、今後の活動の指針にする。 

○徒手体操：大きい動作で実施し、体力の増強に努める。 

○集団行動：お互いに協力して自己責任を果たすとともに、集団行動の行動様式を身につける。 

○柔道：練習を通じて体力を養うとともに、安全に留意する習慣を身につけられるようにする。 

○持久走：各自の能力に応じて目標を定め、計画的な練習や競技の仕方を工夫できるようにする。 

○サッカー：ルールを守り全員が協力をして技術を習得する。 

○水泳：無駄な力を使わずに効率的に水をとらえて大きく泳げるように工夫する。 

○ダンス ： 物事を多角的にとらえ発想豊かに独創的に表現する。 

○バスケットボール ： 相手の動きに応じた攻防を展開して練習や試合ができるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

○各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことがで 

きるようにする。 

○体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運

動ができる資質や能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽し

さや喜びを味わおうと

する。 

健康や安全を確保して

学習に主体的に取り組

もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客観

的に判断できる。 

公正・協力・責任・参

画などの態度を身に付

ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に応

じた運動を継続するた

めの取組を工夫でき

る。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をするた

めの計画を考えること

ができる。 

学習で得た成果を自ら

応用・発展させ、実生

活に生かせる。 

記録や技能向上に挑

戦する。 

運動の合理的な実践

を通して、種目特性に

応じて勝敗を競った

り、攻防を展開した

り、表現するための各

領域の運動特性に応

じた段階的な技能を

身に付ける。 

仲間と連携・協力して

各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、ス

ポーツを行う際の健

康・安全の確保の仕方

についての具体的な

方法を理解している。 

スポーツの歴史、文化

的特性、スポーツとの

関わり方について理

解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論レポート 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論レポート 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
（男
女
） 

５０ｍ走 

シャトルラン 

立ち幅跳び 

反復横とび 

上体起こし 

握力 

長座体前屈 

○ ○  ○ a:協力しながら測定会を運営

できる。 

b:持てる力を最大限生かして

いる。 

ｄ:その種目がどのような運動

に生かされるか、意識して取

り組むことができる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

徒
手
体
操
（男
女
） 

 

ラジオ体操 ○ ○  ○ a:協力しながら測定会を運営

できる。 

b:持てる力を最大限生かして

いる。 

ｄ:その種目がどのような運動

に生かされるか、意識して取

り組むことができる。 

受講態度の

観察 

技能観察 

集
団
行
動
（男
女
） 

姿勢・礼 

方向変換 

集合・整とん・番号・解散 

列の増減 

開列 

行進・足踏み 

 ○ ○ ○ b:集団行動の主な様式を身に

つける。自己責任を果たす。 

c:集団の約束や決まりを守っ 

て行動できる。 

d:安全に配慮した行動をとれ

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

柔
道
（男
子
） 

礼法と姿勢 

受け身 

出足払い 

支釣込足 

送り足払い 

 ○ ○ ○ b:頭を打たずに受身がとれる。 

c:基本姿勢がきちんととれる。 

d:安全に配慮した行動をとれ

る。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

ダ
ン
ス
（女
子
） 

リズム運動 ○ ○   a:テンポにあわせて大きく楽

しく動ける。 

b:スムーズにリズムに乗って

踊れる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

水
泳
（男
女
） 

クロール（２５ｍタイム測定） ○ ○ ○  a:息継ぎがスムーズにできる。 

b:大きなフォームで泳げる。 

c:力強くキックができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

２ 

学 

期 
 

 
 

サ
ッ
カ
ー
（男
） 

 

パスとキック 

ドリブル 

シュート 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a:ボールをみて正確にパスが

できる。 

b:足元でボールコントロール

できる。 

c:力強くシュートを打てる。 

d:ルールを理解し、協調しなが

らゲームができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 



柔
道
（男
子
） 

 

出足払い 

体落とし 

小内刈り 

大腰 

寝技（袈裟固・横四方等） 

約束練習 

○  ○ ○ a:歴史を知り、伝統を重んじる

姿勢と鍛錬を学ぶ。 

c:正しく体さばきができる。 

d:安全に配慮した姿勢で練習

できる。 

 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（女
子
） 

２ 

パス 

シュート 

ドリブル 

ディフェンス 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a:正確にパスが出せる。 

b:両手でドリブルができる。 

c:ディフェンスの付き方を理

解できる。 

d:ルールを理解し、協調しなが

らゲームができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

ダ
ン
ス
（女
子
） 

 

グループ活動 

 ノートづくり、テーマづくり 

 

○ ○ ○  a:テーマに沿った動き（モチー

フ）をつくる。 

b:テーマやモチーフに沿った

曲の選定ができる。 

c:協力して発表ができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

水
泳
（男
女
） 

 

クロール（５０ｍタイム測定） ○ ○ ○ ○ a:息継ぎがスムーズにできる。 

b:大きなフォームで泳げる。 

c:力強くキックができる。 

d:生涯の健康獲得のために基

礎知識を理解できる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

３ 

学 

期 

持
久
走
（男
女
） 

試走 

タイム測定 

 男子１０周（約３３００ｍ） 

 女子８周（２６５０ｍ） 

○ ○ ○ 〇 a:しっかりとアップができる。 

b:目標達成に向けて計画性を

もって走ることができる。 

C:自己のレベルに合わせて全

力で取り組むことができる。 

ｄ:運動の行い方や体力の高め

方について調べてレポートに

まとめることができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

体育理論レ

ポート 

サ
ッ
カ
ー
（男
） 

 

パスとキック 

ドリブル 

シュート 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a:ボールをみて正確にパスが

できる。 

b:足元でボールコントロール

できる。 

c:力強くシュートを打てる。 

d:ルールを理解し、協調しなが

らゲームができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（女
）

子
） 

２ 

パス 

シュート 

ドリブル 

ディフェンス 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a:正確にパスが出せる。 

b:両手でドリブルができる。 

c:ディフェンスの付き方を理

解できる。 

d:ルールを理解し、協調しなが

らゲームができる。 

受講態度の

観察 

ノート 

技能観察 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


